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【介護事業部TQM活動の取り組み】

『不適切ケアに関する
セルフチェックシートの活用』

不適切ケアを放置すると、虐待に発展する可能性があるため、
日常のケアを振り返り、「虐待の芽」を摘むことが重要である。

当法人から不適切ケアを撲滅させることで、
虐待防止、延いてはケアの質向上につなげたい。

【目的】



【不適切ケアとは】

「不適切ケア」とは、明確な虐待には該当しないものの、利用者の尊厳や
安全を損なう可能性があるケアを指し、不適切ケアは虐待の前段階（前兆）
とも言われている。

虐待の５種類 不適切ケアの主な事例

⚫ 身体的虐待
⚫ 心理的虐待
⚫ 性的虐待
⚫ 経済的虐待
⚫ ネグレクト

⚫ 言葉による抑制（スピーチロック）
⚫ 馴れ馴れしい言葉遣い
⚫ 無言での身体介助
⚫ 排せつ介助の軽視
⚫ プライバシーの侵害 など



【背景】

様々な調査から不適切ケアが実際に行われていることは
明らかになっていたが、具体的な改善アクションに繋がっていない

監査部による聞き取り調査

事業所からの報告アンケート調査



【セルフチェックに求める効果】

①現場職員の「気づき」を促す
➡日々のケアの中で「当たり前になっている行動を見直すきっかけ
になる

②「忙しさ」の中で見落とされがちなケアの質を可視化できる
➡「忙しいから仕方ない」で流されていた場面を具体的に振り返る

③あいまいになっていた「不適切ケア」の認識を合わすことができる
➡何が「不適切」なのかの認識のすり合わせができる

④改善アクションを現場レベルで考えることができる
➡各サービス、各事業所での傾向をつかむことで、 具体的な改善アクション
に繋げることができる



【セルフチェックシート】

３か月毎の定期実施

回答期間：２週間程度

対象者：常勤・非常勤
全ての看介護職員

回答方法：３択
過去３か月以内に
「したことはない」
「したことがある」
「しそうになる」

対象事業所：
訪問系、通所系、
入所系の全事業所

チェック項目：
具体的事案で割合の
高いものに絞る

集計：各事業所毎に
管理者が実施



第１回 不適切ケアセルフチェック項目 実施期間：
８月１日～１４日
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訪問介護 通所介護 グループホーム 小多機 有料老人ホーム 特養 老健 介護医療院

こちらの都合で「やめて・動かないで・

待ってて・座ってて・早くして」などと言う
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【第１回目の調査で見えたこと】

①改善の出発点（べースライン）が明確になった
➡２回目以降の調査と比較することで、変化や成果が見えてくる

②職員の意識の傾向が明確になった
➡サービスによる差異あり

③個々の実情の正直な回答が得られた
➡責めるのではなく、要因解明に繋げる



【考察と期待する効果】



ご清聴
ありがとうございました。


